
採取本数

測定方法指針値

左官工事

※

階

○

室名棟名称

種類

　

測定室等

木工事

タイル工事

石工事

測定結果が上回った場合の措置

金属工事

工種

防水工事

鉄筋工事

屋根、とい工事

植栽工事

ＰＣカーテンウォール工事

建具工事

※上記の室について、それぞれ１検体につき２回採取を行い測定する。

下）を搭載したものに限る

内装工事

ブロック･ALCパネル工事

必要書類を提出するものとする。

塗装工事

ン出力7.5ｋｗ以上、260kw以
ブルドーザ ディーゼルエンジン（エンジ

ホイールクレーン

コンクリート工事

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ）

空気圧縮機（可搬式）

　ガス対策型建設機械指定要領（平成3年10月8日建設省経機発

種類 備考

鉄骨工事

バックホウ
トラクタショベル（車輪式）

　わる規定」（平成9年7月31日建設省告示第1536号　最終改正　
　本工事においては、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関

のとする。

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

いて使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するも

のとする。ただしこれにより難い場合は、監督職員と協議の上、

低騒音型・低振動型

平成13年4月9日　国土交通省告示大487号）に基づき国土交通大

建設機械の使用

特記仕様書－１

　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場にお

臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するも

工事名称

施工中の環境保全等

定された排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガ

＜１．３．１１＞

⑤　請負者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出

図面名称

  ７日間は入学試験等のため作業を制限することがある。

員

ＣＡＤデータ（DXF形式・MPZ形式・JWW形式）

・次の内のいずれかの測定方法とする。
　　平成２１年１２月１０日より平成２２年３月１５日のうち約

ス対策型建設機械を使用できない場合は、平成７年度建設技術評

特－０１

佐

課

長
東 京 芸 術 大 学 施 設 課

た場合には、直ちに監督職員に報告しなければならない。

製本（Ａ３版）

補

建設機械

　実施し、その後の作業を進めるものとする。

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「排出

④　請負者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があっ

ルデヒド

完成図の様式等は次による。

　原図サイズ等

ディーゼル車

ス規制条例の遵守を施工計画書に記載しなければならない。

完成図の種類及び記入内容は次による。

い場合は、監督職員と協議するものとする。

ベンゼン

躯体目荒し完了の段階

　

１００μｇ/ｍ3

　　根切り作業を開始するに当たり、東京芸術大学埋蔵文化財発掘

　

及び報告

に適合した車両

床付け面の確認

・建築板金

・防水施工

油圧ﾕﾆｯﾄ（基礎工事用機械で独立したもの）

③　請負者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合に

排出ガス規制

れと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査
保安責任者

東京都台東区上野公園１２－８　東京芸術大学上野団地構内

・表装

技能士

・造園

・とび

ける場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。

・内装仕上げ施工（鋼製下地）

　排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建

縮尺

証明事業、あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術

長

東京芸術大学赤レンガ2号館改修工事

係

平成２１年９月

図面枚数

係

レン等の揮発性有機化合物の室内濃度の測定第249号　最終改正平成14年4月1日国総施第225号）に基づき指
＜１．３．３＞

下本工事関係車両という）が、当該工事場所のディーゼル車排出

で、排出ガス対策型機械と同等と見なす。ただし、これにより難

排出ガス対策型

・左官

完成期限

（　　　）の数値は、当該既設建物の面積とする。

内装改修

・鉄筋施工

工事用電力

○

工事場所

・ＰＣカーテンウォール施工

・建築大工

棟名称 赤レンガ２号館

模様替

延べ面積

　
　　ガスクロマトグラフ質量分析法によって行う。

・タイル張り

・塗装

工作物等　　　庇　　外部階段

建　築　改　修　工　事　特　記　仕　様　書

平成２２年　３月１５日（月）

東京芸術大学赤レンガ2号館改修工事

・左官

工事名称

・ＡＬＣパネル施工

       は、特記されたもの又は同等以上のものとする。ただし

工事用電力保安責任者を選任する。

　調査団主任調査員立会いの上で人力根切りによるスポット調査を

・内装仕上げ施工（床、天井仕上げ等）

　　ガスクロマトグラフ質量分析法によって行う。

総則

・ブロック建築

１章　一　般　共　通　事　項

この工事現場に下記のいずれかの電気保安技術者及び

・ガラス施工

工事の種類・規模等

耐震補強
模様替内容

②　請負者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディ

トルエン

根切り完了時

・ｼﾞﾆﾄﾛﾌｪﾆﾙﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ誘導体固相吸着/溶媒抽出法で採取し、

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチ

施工の確認及び報告を行う工程

＜１．６．４＞

備考

化学物質の濃度測定

　作成方法

　

一工程の施工の確認

　固相吸着－溶媒抽出法で採取し、

完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は、次による。

　測定結果が指針値を上回った場合は、監督職員と協議する。

ホルムア

等の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、指針値以下であるこ

一　般　特　記　事　項

　工事の施工完了後、引き渡しをするまでの間に、下表の測定室

　高速液体クロマトグラフ法によって行う。（０．０８ｐｐｍ）

　容器採取法で採取し、

施工の条件

（372）

　

以下
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工種

B２（レンガ造）

　完成図　　提出部数　２部

建築面積

完成図
＜１．８．２＞

＜１．６．９＞

キシレン
　固相吸着－加熱脱着法で採取し、

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

測定物質、測定方法

構造・階数

　

　２　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　　格した者

　９　第２種電気工事士（旧電気工事士）以上の資格を有する者

　　学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

　　施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般電気工

　

　　第１項各号の科目を修めて卒業した者

　１　電気事業法及びその他関係法令による

　７　第１種電気工事士の資格を有する者

　　検定に合格した者

　５　旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の

　　業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条

　

10　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育

　６　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合

○

・

項目名

○

○

○

・

・

○

　８　２級電気工事施工管理技士以上の資格を有する者

　４　高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において、電気事

　３　１級電気工事工事施工管理技士以上の資格を有する者

○

・

○

「手すり先行工法による場合の組立等の基準」による働きやすい安
心感のある足場とし、改善措置機材による場合は手すり先行専用
足場型と同等の機能を確保するものとする。

種類

〈表１．８．１〉による

　ン（厚生労働省平成１５年４月策定」により、設置については
足場その他

その他法令に基づき構外搬出適法処分を行う

４）建具の一部

　枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライ

２章　仮設工事

＜２．２．１＞

設定する。外気の試料採取は外壁及び空調吸排気口から２～５ｍ

　試料採取は室内及び外気の各１箇所を２回づつとし、対象室内

１ｍ以上離した高さ１.２～１.５ｍの位置を試料採取位置として

分間採取の濃度（μｇ/ｍ3）で表す。採取の時刻は揮発性有機化

を３０分換気後に対象室内を５時間以上密閉し、その後概ね３０

試料採取方法

平行して採取する。試料採取は室の中央付近の少なくとも壁から

離した、室内の測定高さと同等の高さの所を試料採取位置として

記入内容

設定する。

頃に設定するのが望ましい。室外についても室内と同様の条件で
合物濃度の日変動で最大となることが予想される午後２時～３時

現場において再利用を図るもの

引渡しを要するもの

再生資源化を図るもの

特別管理産業廃棄物

＜１．３．８＞
発生材の処理等

２）コンクリート及び鉄から成る建設資材

第104号)に基づき適切に処理を行う

３）鉄骨柱

１）木製梁・根太・床板
２）基礎ﾚﾝｶﾞ積束(鉄骨柱下部に復元、残りはﾋﾟｯﾄ内に保管)

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」(平成12年法律

１）コンクリート

３）木材

以下は、車検証のコピーを保管し、本工事関係車両を把握しなければ
（０．８８ｐｐｍ）

８７０μｇ/ｍ3

以下

以下

※両単位の換算は、２５℃の場合による。

（０．２０ｐｐｍ）

３８００μｇ/ｍ3

以下

（屋根裏面積186㎡）㎡

㎡

２．特記仕様書の適用方法

＜１．３．４＞

　

・スレート施工

・石材施工

・型枠施工

ガス規制条例を遵守させるものとする。

（０．０５ｐｐｍ）

技能検定の職種

工　事　概　要

（186）

＜１．６．２＞

・サッシ施工

２２０μｇ/ｍ3

　

スチレン

エチル

既存仕上等の撤去(耐震補強部分)

（０．０７ｐｐｍ）

＜１．３．５＞

２６０μｇ/ｍ3

電気保安技術者

　　ガスクロマトグラフ質量分析法によって行う。

・

・

・

・

・

・

・Ⅳ・Ⅰ ・Ⅲ

・

○・Ⅱ

工事用電力

・

・

・

技術者

・

保安責任者

○

・

・

電気保安

　公共建築工事標準仕様書（統一基準）（建築工事編）（平成
　１９年版）、公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（建築

　請負基準、現場説明書、図面６１枚（特記仕様書含む）、

　(5)左欄の(　)、〈　〉内の数値は、下記の各該当番号を示す。

 　　　同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　　(1)・印を付した事項は、○印を付した事項のみ適用する。

　国立大学法人東京芸術大学工事請負契約要項別記第１号の工事

  　　<　　>－公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成１９年版)

　工事編）（平成１９年版）、工事記録写真撮影要領に基づき工

　　　(　　)－公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成１９年版)

　この工事の請負者は、　１．

定められた区分等
建築基準法に基づき

　風速　　　　　　Ｖｏ＝　３４　ｍ／ｓ
建築基準法に基づき定められた区分等

　積雪区分　建告示第１４５５号　別表（２４）　東京都
　地表面粗度区分

　　(2)表中の数字、文字又は記号を記入する事項は、記入して

　　(4)特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取扱い

　　(3)　　　　　で抹消した章及び項目の当該特記事項は、す

 　　     べて適用しない。ある事項のみ適用する。

 　　     ある事項のみ適用する。

  事を施工する。

価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、又はこ

審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着すること

る建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。
設機械を使用する場合、現場代理人は、施工現場において使用す

①　請負者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以

ガス規制条例（以下「排出ガス規制条例」という。）の適用を受

ーゼル車排出ガス規制に適合する車両の使用」について、排出ガ

ならない。

とを確認し、報告する。



上野団地位置を示す。
東京芸術大学

東京都台東区上野公園１２－８

１０ ２０ ５００

構造特記仕様書による。

構造特記仕様書による。

構造特記仕様書による。

構造特記仕様書による。

構外搬出適法処分

○

・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・次の箇所は防火材料とする。

防火材料の指定

　または、建築基準法に基づく基材同等の認定表示のあるものとする。

ナスステンレス㈱　ピュアッツ

サンウエーブ㈱　　サンファー二

木製キャビネット　L=2100　ＩＨ２口コンロ付（オールメタル対応）

クリナップ㈱　　　クリンレディ

規格、区分等 厚さ（mm）種類

9.5（準不燃）

12.5（不燃）

6.0

12.0（不燃）

12.5（不燃）

9.5（準不燃）

普通　ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ

21（不燃）

6.0

内部用　普通

・釘留め工法
○・接着工法

・モルタル埋め込み工法

○

単層フローリング 大きさ(mm)

・

○・栗

厚さ(mm)

○

・１５

・なら・フローリングブロック

・１８

樹種 工法

○

・フローリングボード

・モザイクパーケット

・３０３×３０３・１５
・

・なら

鉄筋

鋼材

フローリングの種別

○

５２２φ点鋲

寸法（ｍｍ）種類 厚さ（ｍｍ）

・空錠

○

・シリンダー本締り錠

・モノロック

・シリンダー本締り錠（レバーハンドルを含む）

・押棒、押板

・本締り付きモノロック

スイングドア、スイングサッシの金物の種類 製作所バックセット（ｍｍ）

図示○

２号館

赤レンガ
▲

附属音楽高等学校

奏楽堂

▲

グランド

▲

テニスコート

▲

▲

▲

▲

１号館 ▲

センター

第２守衛所

社会連携

音楽学部４号館

博物館

音楽学部１号館

桜木町

不忍荘

音楽学部　５号館
赤レンガ

音楽学部練習ホール館

音楽学部２号館

大学会館

管理棟

音楽学部３号館

外部に面する鋼製建具の耐風圧性性能及び構造
＜５．３．２＞

・かぶせ工法
＜５．１．３＞

・撤去工法（・はつりによる撤去　・油圧工具等による撤去）

建具用金物

マスターキー

本工事建物を示す

▲

▲

▲

５章　建具改修工事

種別改修工法 ○

凡　例

・・・本工事建物位置を示す。

音楽学部配置図　Ｓ＝１／２０００

夏季主風方向

市　街　位　置　図

千代田線

員

工事名称

特－０２

至上野広小路

体育館

寛永寺

池の端２丁目

動物園

根津駅

Ｎ

冬季主風方向

東 京 芸 術 大 学 施 設 課

東京芸術大学赤レンガ2号館改修工事 平成２１年９月

佐

特記仕様書－２

係

長

縮尺

補

　

図面名称

課

図面枚数

長

係

美術館

東京

旧奏楽堂

鶯谷駅

国立

国立
科学

美術館

西洋

大宮方面

国立

動物園

博物館
文化
会館

至東京

東照宮

京成上野駅

噴水池

東京

不忍池

東京都

根津１丁目

桜木町

上野駅

（地下鉄）

上野 至 池 袋

材質、形状及び

７章　塗装改修工事

材料
＜７．１．３＞

自然素材塗壁材は田中石灰工業㈱　タナクリーム内装用♯２００程度とする

塗料は、Ｆ☆☆☆☆製品のものとする。

コンクリ－トの品質

＜８．２．１＞

鉄骨製作工場

８章　耐震改修工事

＜８．１．５＞

強化せっこうボード

化粧せっこうボード（GB-D）

＜６．１３．２＞

シージングせっこうボード（GB-S）

多機能ケイ酸カルシウム板は三菱マテリアル建材㈱モイス程度とする。

自然素材塗壁材

多機能ケイ酸カルシウム板

ロックウール化粧吸音板(DR）

Ｓ－４

○

（３．２．３）

＜８．２．７＞

埋戻し及び盛土

製造所・製品名流し台

建設発生土の処理

種別　　・Ａ種　　　・Ｂ種   　 ・Ｃ種　　　・Ｄ種

（３．２．５）

杉田エース㈱　JL22-S-Y程度

誘導用、注意喚起用床材　　視覚障害者用タイル

弾性ウレタン塗床

・平滑仕上げ　　　　　・防滑仕上げ　　　　・つや消し仕上げ

＜６．１０．２＞
材料

仕上げの種類

・作製する

＜５．６．２＞

６章　内装改修工事

＜５．６．４＞

・作製しない○
鍵

＜６．８．２＞
材料

化粧ケイ酸カルシウム板

せっこうボード、その他ボード及び合板張り

せっこうボード（GB-R）

材料

材料
＜６．１１．２＞

寸法

1/2000

　　　　（教官室－玄関扉は逆マスター）

シリンダー形状　美和ロック㈱　ＰＲシリンダー程度

　　吊戸棚のみ（レンジフードなし）

※根切りのための矢板、土留め、杭は人力根切りのため取りやめとする。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　照明用　 1235×150  　 2か所

天井点検口1か所

天井点検口1か所

CH=2,515

CH=2,250

１階

移動間仕切り壁移設（取り外し前2階使用分、
アルミレール延長、フランス落とし追加3か所）

移動間仕切り壁移設(取り外し前1階使用分）

CH=2,250

CH=2,500

CH=2,765

室　名

２階

多機能ケイ酸カルシウム板　厚6

共通

装演室

屋根裏

天　井

応接室

収蔵庫

CH=2,250

CH=2,515

CH=2,500

助手室

多機能ケイ酸カルシウム板　厚6

多機能ケイ酸カルシウム板　厚6

階

資料室

自然素材塗材(ＲＣ面)

自然素材塗材(ＲＣ面)

ビニル巾木（ボード面）

巾木

杉本実型枠打放し仕上げ(ＲＣ面)

コンクリート打放し仕上げ階段

多機能ケイ酸カルシウム板　厚6

木造小屋組表し（既存のまま）

多機能ケイ酸カルシウム板　厚6

多機能ケイ酸カルシウム板　厚6

ビニル巾木（ボード面）

多機能ケイ酸カルシウム板　厚6

(1)～(4)

CH=2,515

CH=2,515

多機能ケイ酸カルシウム板　厚6

素地(ＲＣ面)

外部仕上表

外部側スチール建具(不良箇所補修。落下のおそれがある場合は落下防止措置をおこなうこと。)

平成２１年９月

レンガ積み (ｱ)450 (既存のまま。ただし目地にすき間が生じている場合はエポキシ樹脂を、大きなすき間は樹脂セメント系材を充填のこと｡)

東 京 芸 術 大 学 施 設 課

内部仕上表

工事名称

建 具

ロックウール化粧吸音板　厚12

補

多機能ケイ酸カルシウム板　厚6

　

フローリングボードUC　厚15(コンクリート下地)

木造小屋組表し（既存のまま）

改修後

注意喚起用点字鋲

フローリングボードUC　厚15(コンクリート下地)

長 長

瓦葺き(既存のまま)

フローリングボードUC　厚15(コンクリート下地)

課

文化財センター

東京芸術大学赤レンガ2号館改修工事

佐

部　位

係

廊下

倉庫

玄関

縮尺改修後仕上表 図面枚数

教官室

図面名称

軒樋・竪樋

員

係

Ａ－０１

石積み基礎 (ｱ)630(既存のまま、ただし床下換気口350φ不良箇所は取替）　

銅製(不良箇所取替)

仕　　上

トイレ

博士研究室

修士研究室

素地(ＲＣ面)

ビニル巾木（ボード面）サンダー掛けの上　UC

※小屋裏部の清掃、図面にない取り合い部補修は本工事範囲とする。

サンダー掛けの上　UC

※間仕切り壁はフローリング張りを先行し、将来の間仕切り変更に対応できるようにする。

サンダー掛けの上　UC

流し用ステンレス水切り

コンクリート下地塗床仕上げ

保存柱移設（鉄骨75φ SOP仕上げ）

流し用ステンレス水切り

床点検口1か所、天井点検口1か所

流し用ステンレス水切り

既存床板張り　厚45（既存根太取付）

既存床板張り　厚45（既存根太取付）

備　考

基 礎

屋 根

床点検口1か所

既存床板張り　厚45（既存根太取付）

サンダー掛けの上　UC

既存床板張り　厚45(新規根太取付）

床点検口1か所、天井点検口1か所

自然素材塗材(ＲＣ面)

※コンクリート面の巾木は入巾木とする。

※移設保存柱設置部床下には既存レンガ積み束（2か所）を復元し、残りのレンガはピット内に保管する。

※既存木製建具改修内容は既存平面図による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　空調用　 1015×640 　　2か所

※床点検口はモルタル充填用SUS製600角、天井点検口はアルミ製600角とする。

　トイレに面するボード面のみLGS下地シージング石こうボード張り　厚12.5の上化粧ケイカル板張りとする。

（LGS下地強化石膏ボード厚21×2下地）

（LGS下地強化石膏ボード厚21×2下地）

（LGS下地強化石膏ボード厚21×2下地）

（LGS下地強化石膏ボード厚21×2下地）

（LGS下地強化石膏ボード厚21×2下地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　照明用　 1235×220  　77か所

流し用ステンレス水切り

流し用ステンレス水切り

流し用ステンレス水切り

SUSノンスリップ取付（ゴムタイヤ入り）

※間仕切り壁はLGS下地石こうボード２重張り（厚9.5+12.5）とする。

床点検口2か所、天井点検口4か所

※天井開口補強数量を次に示す。　　　空調用　　910×910　 　2か所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　空調用　  740×600 　　2か所

化粧ケイカル板　厚6（ボード面）

保存柱移設（鉄骨75φ SOP仕上げ）、流し台 L=2100

化粧ケイカル板　厚6接着張り(ＲＣ面)

ビニル巾木（ボード面）

自然素材塗壁材塗　厚3(ＲＣ面・ボード面)

ビニル巾木（ボード面）

打放し仕上げ(ＲＣ面)

自然素材塗壁材塗　厚3(ＲＣ面・ボード面)

自然素材塗壁材塗　厚3(ＲＣ面・ボード面)

自然素材塗材(ＲＣ面)

塗床立上げ(ＲＣ面)

ビニル巾木（ボード面）

自然素材塗壁材塗　厚3(ＲＣ面・ボード面)

自然素材塗材(ＲＣ面)

自然素材塗壁材塗　厚3

自然素材塗壁材塗　厚3（ボード面）

自然素材塗壁材塗　厚3(ＲＣ面・ボード面)

自然素材塗材(ＲＣ面)

壁

ビニル巾木（ボード面）
自然素材塗壁材塗　厚3(ＲＣ面・ボード面)

自然素材塗材(ＲＣ面)

自然素材塗壁材塗　厚3

素地(ＲＣ面)

自然素材塗壁材塗　厚3

素地（ボード面）

床点検口2か所

打放し仕上げ(ＲＣ面)

LGS壁は上階床下まで立上げ

注意喚起用点字鋲

サンダー掛けの上　UC

コンクリート金ごて仕上げ

既存床板張り　厚45（既存根太取付）

外 壁

（LGS下地強化石膏ボード厚21×2下地）

コンクリート金ごて仕上げ

サンダー掛けの上　UC

ビニル巾木（ボード面）
自然素材塗壁材塗　厚3(ＲＣ面・ボード面)

ビニル巾木（ボード面）
フローリングボードUC　厚15(コンクリート下地)

自然素材塗材(ＲＣ面)

ビニル巾木（ボード面）

コンクリート金ごて仕上げ

自然素材塗材(ＲＣ面)

既存床板張り　厚45(新規根太取付）

床

杉本実型枠打放し仕上げ

自然素材塗材(ＲＣ面)
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　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存仕上表

東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

図名

業務名

DATE

TITLE

PROJECT

A-16
No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称

化粧石膏ボード

外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り

外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り

化粧石膏ボード

外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り 化粧石膏ボード

外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り

化粧石膏ボード

化粧石膏ボード

外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り

木造小屋組表し

木造小屋組表しプラスター塗り

プラスター塗り

外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り

プラスター塗り

化粧石膏ボード

木造小屋組表し

木造小屋組表し

外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り

CH=2,515

CH=2,515

CH=2,570

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

化粧石膏ボード外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り

CH=2,570

流し台撤去

流し台撤去

流し台撤去

流し台撤去

流し台撤去

流し台撤去

CH=2,525

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

備　考天　井

流し台撤去

化粧石膏ボード

外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り 化粧石膏ボード

壁

化粧石膏ボードPB、EP塗り

外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り

化粧石膏ボード

PB、EP塗り

外壁部：プラスター塗り　内壁部：PB、EP塗り

化粧石膏ボード

階段
共通

内部仕上表

内部側：木製建具　外部側：スチール建具

木製板張りの上、木製小幅板張り

レンガ積み (ｱ)450

木製板張りの上、薄縁敷き

建 具

２階

教官研究室

資料室

部　位

外 壁

博士教室

瓦葺き

コピー室

廊下

基 礎

踏込

木製板張りの上、薄縁敷き

準備室

既設

木製板張りの上、タタミ敷き

教室

石積み基礎 (ｱ)630

階 室　名

木製板張りの上、タタミ敷き

教室

軒樋・竪樋 銅製

１階

木製板張りの上、木製小幅板張り

木製板張り

※既存の木製板張りは厚４５、壁は木下地石こうボード張り厚12.5　,天井は木下地ボード厚9.5とする。

木製板張りの上、合板厚4+ビニル床シート厚2.5

間仕切り壁に取り付く木製建具はすべて撤去。（図中に建具記号のないもの)　
W800×H2000　片開き１３箇所、　W1300×H2000　親子ドア１箇所、W1300×H2400　親子ドア１箇所

外部仕上表

内装仕上げ材はすべて撤去し、木製床板・根太・梁、鉄骨柱は再利用する。

W1600×H2000　両開き１箇所、　W2700×H1800　4枚引き戸２箇所

木製板張りの上、タタミ敷き

仕　　上

廊下

便所（男・女）

３階

資料編纂室

教官室

床

屋 根

応接室

木製板張りの上、合板厚4+ビニル床シート厚2.5

木製板張りの上、合板厚4+ビニル床シート厚2.5

木製板張りの上、合板厚4+ビニル床シート厚2.5

木製板張りの上、合板厚4+ビニル床シート厚2.5

木製板張りの上、タタミ敷き

修士２年教室

木製板張りの上、合板厚4+ビニル床シート厚2.5

木製板張りの上、合板厚4+ビニル床シート厚2.5



　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存１階平面図   建具表

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

図名

業務名

DATE

TITLE

PROJECT

A-17
No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称

両開き

1480×1800

1

ウレタン塗替え

建具調整

シリンダー交換

SD3

両開き

1180×2100

1

ウレタン塗替え

建具調整

シリンダー交換

SD2

(ケースロック取替）(ケースロック取替）

上げ下げ

1000×1900

12

SOP塗替え

ガラス入替えFL3(5か所)

開閉方法

改修内容

W×H

姿図

符号 WD1

建具表　S=1/100

数量

建具調整

ガラス入替えの場合の位置

400×450

10,545

CH=2580

換気扇用アルミ板撤去の上、

1,600

廊　下

CH=2580

22
5

5,865

12,065

CH=2580

資料編纂室

建具調整には不良金物取替及び開閉調整を含む

UP

22,610

応接室

CH=2580

3,000 3,000

23,060

2,707.5

X3

2,515 1,795

X2

22
5

CH=2580

1,485

X1

便所

225

教官室

2258,682.5

修士2年教室

CH=2580

22
5

CH=2580

CH=2525

225

1

22
5

225

22
5

資料室

CH=2580
7,

60
0

22
5

便所

１階 平面図　S=1/100

8,
05

0

WD

1

WD
1

WD

可動間仕切壁　W6000xH2300　取り外し(移設)

WD

1
WD

2

WD
1

SD

1

木製片引き戸　W1340xH2140　取り外し(移設)

3

コピー室

1
SD

1
WD

1

SD

1
WD

WD

225

Y1

4,905

3,
77

2.
5

3,100

2,855

8,
50

0

Y2

225

1,195 3,000

8,682.5

WD
1
WD

1
WD

1

2,
30

2.
5

1,
52

5

4,827.5

1,4203,000



　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-18
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存２階平面図   建具表

係　長

Architect

課　長 補　佐

両開き

1180×2100

1

ウレタン塗替え

(ケースロック取替）

建具調整

シリンダー交換

SD4

上げ下げ

1000×1900

13

SOP塗替え

ガラス入替えFL3(2か所)

開閉方法

改修内容

W×H

姿図

符号 WD2

建具表　S=1/100

数量

建具調整

ガラス入替えの場合の位置

400×450

換気扇用アルミ板撤去の上、

博士教室内障子撤去（枠とも）　W1100xH2565　6か所

可動間仕切壁　W5700xH2500　取り外し(移設)

博士教室

CH=2515

225

10,545

22
5

22,610

23,060

22
5

8,820

22
5

22
5

225

8,
05

0

225

X2

踏込
8,

50
0

Y2

Y1

12,065

22
5

225 4,655

7,
60

0

踏込

CH=2515

教官研究室

1,170

2,985 2,985

1,
63

5

22
5

2252,715

踏込

8,820225

5,
96

5

UP

踏込

WDWD

9,455

WD

建具調整には不良金物取替及び開閉調整を含む

22 22

WD WD
2 2

SD

WD

4

2

CH=2515

WDWD
2

2

X1

２階 平面図　S=1/100

X3

CH=2570

廊　下

CH=2515

WD

DN

教官研究室

2,715

2
WD

教官研究室

WD
2

WD WD
2 2



　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-19
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存３階平面図 　　建具表

係　長

Architect

課　長 補　佐

(ケースロック取替）

両開き

φ1100

ガラス入替えFL3(1か所)

1

ウレタン塗替え

建具調整

シリンダー交換

両開き

φ1000

14

SOP塗替え

換気扇用アルミ板撤去の上、

符号

建具表　S=1/100

開閉方法

990

WD

姿図

WD3

数量

建具調整

改修内容

W×H

SD5

990

8,
05

0

990 2,045

99
0

10,320 11,840

X1

225

1,930

3,
75

5

2,045

3,
75

5

X2

22
5

225

22
5

8,
50

0

990

23,060

X3

2,045

Y2

22
5

22,610 225

SD 教　室

FL+55

22
5

WD

3

Y1

990

FL+0

教　室

225

３階 平面図　S=1/100

2,045

3

WD
3

WD

の位置（中残追加）

ガラス入替えの場合

建具調整には不良金物取替及び開閉調整を含む

WD

3
WD

3
WD

3

7,
60

0

3
WD

3

WD
3

990

5

2,045990

WD

3
WD

3
WD

3
WD

準備室

DN

3

WD
3
WD

2,045 1,930

3



　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-20
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存基礎伏図

係　長

Architect

課　長 補　佐

内側:250φ、外側:350φ

石積み基礎(ｱ)630

RC梁:370X440

基礎伏図　S=1/100

煉瓦積み束

・床下盛土面＝1FL-1,010

RC柱:470角

床下換気口

370

370

630

1,
75

7
1,

75
7

1,
91

0

3
0
0

1,5901,820 1,5901,590 1,590

450

1,
91

0

570

4
5
0

35821,894

1,820

X3

450

272

1,5901,590

272

Y1

6
3
0

23,154

10,545

X2X1

1,590

27
2

22,610

27
2

1,1771,5901,177 1,590 1,590

Y2

8,
05

0

12,065

5
7
0

3
5
8

358

7
,
3
3
4

3
5
8

8
,
5
9
4



　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存１階壁伏図

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

図名

業務名

DATE

TITLE

PROJECT

A-21
No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称

見上げ図１階 壁伏図　S=1/100

RC梁:270x320

RC柱
RC梁:270x320

RC柱

※2階木床組、別図参照
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※2階木床組、別図参照



　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-22
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存２階壁伏図

係　長

Architect

課　長 補　佐

見上げ図２階 壁伏図　S=1/100

RC梁:300x420

RC梁:300x420

※3階木床組、別図参照
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※3階木床組、別図参照



　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存３階壁伏図

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

図名

業務名

DATE

TITLE

PROJECT

A-23
No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称

見上げ図３階 壁伏図　S=1/100

RC柱

RC柱

※木造小屋、別図参照
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RC柱
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※木造小屋組、別図参照



　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-24
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存１階床組伏図

係　長

Architect

課　長 補　佐

内壁仕上面
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　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-25
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存２階床組伏図

係　長

Architect

課　長 補　佐
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　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-26
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存３階床組伏図

係　長

Architect

課　長 補　佐
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　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-27
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存小屋組伏図

係　長

Architect

課　長 補　佐
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　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/30東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-28
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存小屋組断面リスト

係　長

Architect

課　長 補　佐
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　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存断面図（１）

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

図名

業務名

DATE

TITLE

PROJECT

A-29
No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称

Y1通り 軸組図　S=1/100
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　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存断面図（２）

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

図名

業務名

DATE

TITLE

PROJECT

A-30
No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称
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　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-31
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存断面図（３）

係　長

Architect

課　長 補　佐

2FL

煉瓦頂部 煉瓦頂部
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　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-32
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存断面図（４）

係　長

Architect

課　長 補　佐

RC臥梁上端
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3FL
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　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

A-33
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

参考図　既存断面図（５）

係　長

Architect

課　長 補　佐
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2FL
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内側:250φ、外側:350φ

床下換気口

5

煉瓦頂部

石積基礎上端

石積み基礎(ｱ)630
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10

1FL



工事名称

図面名称 縮 尺 図面枚数

課
長

補
佐

係
長

係
員東京芸術大学施設課

平成　　　年　　　月



工事名称

図面名称 縮 尺 図面枚数

課
長

補
佐

係
長

係
員東京芸術大学施設課

平成　　　年　　　月



工事名称

図面名称 縮 尺 図面枚数

課
長

補
佐

係
長

係
員東京芸術大学施設課

平成　　　年　　　月



工事名称

図面名称 縮 尺 図面枚数

課
長

補
佐

係
長

係
員東京芸術大学施設課

平成　　　年　　　月
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監督職員に提出する。

ｂ）　各種材料の試験・性能等の確認・試験は公的試験機関を受け、その成績書を

採取し封印または検印を受ける。

ｂ）　「2001年改訂　既存鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造建築物の耐震基準

耐震改修設計指針同解説」（国土交通省住宅局建築指導課）

ａ）　本特記仕様書

ｃ）　「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」平成１９年版

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

ｅ）　これらの図書は、現場常備とする。

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

ｄ）　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」平成１９年版

ａ）　工事に使用する材料について試験を行うときは、監督職員立ち会いのもとで

 試験

３.材料等の

監督職員と協議によるものとする。

図面と仕様書の内容に相違があった場合や不明な箇所が生じた場合は、すべて２.疑　　義

本工事は、レンガ組積体(外壁)の室内側に鉄筋コンクリート造の壁を構築して、

　赤レンガ２号館改修工事

３.工事計画

東京芸術大学赤レンガ２号館改修工事

１.摘要範囲

ｅ）　２，３階床組は、一部、既存の梁(松：180x386)を再利用する。

定める優先順位の仕様書に拠ることとする。

東京都台東区上野公園１２－８ （東京芸術大学構内）

本工事は、設計図及び本仕様書に基づくものとし、これらの記載無き場合は次に

・躯体、１，２，３階の木造床組や間仕切り壁を撤去する。

１.工事件名

２.工事場所

第一章　工事概要

４.工事内容

１）設計基準強度と使用部位は次表の通りとする。

１.材 　料

ａ）普通コンクリート

（１）使用材料

第四章　コンクリート工事

組積体に損傷を与えないように充分注意する。

られる場合は、監督職員と協議すること。

本工事の主な内容は、以下の通り。

ｃ）　各階床組み（木造）の撤去に際しては、外壁ﾚﾝｶﾞ組積体の安全性に配慮して

ａ）　コンクリート柱・梁及びしっくい仕上げを撤去する場合には、既存のレンガ

ｂ）　既存仕上げ撤去後に躯体(レンガ組積体)状態を確認して、補修が必要と認め

ｃ）　樹脂ﾓﾙﾀﾙ注入後、硬化するまでの間は火打ち材に付加外力を与えないように

　・東京都鉄骨加工工場登録制度　　　：分類Ｔ１

　・株式会社　日本鉄骨評価センター　：Ｍグレード以上

　・社団法人　全国鉄構工業協会　　　：Ｍグレード以上

ｂ）　鉄骨の製作工場は下記以上とし、監督職員の承諾を受けること。

ａ）　鉄骨の加工に先立ち、工作図及び原寸図を作成し、承諾を受ける。

 　注意事項

３.施工上の 

ｄ）　樹脂ﾓﾙﾀﾙ注入（新設RC臥梁とｴﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄとの隙間）

ｃ）　鉄骨建て方

ａ）　新設RC臥梁内に火打ち材のｴﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ接合用のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄをｾｯﾄする。

ｂ）　鉄骨の加工組立（工場で行う）

 　における

をしておくこと。

   注意事項

ｂ）　補強壁等の増設に伴い、これらの増設部材が設置される構面の既存仕上げ

２.撤去工事

第三章　撤去工事

   の施工内容

２.施工内容

ａ）　撤去作業に際し、予め事前調査を行い、かつ建物の内外にわたって写真撮影

第二章　総　　則

１.撤去工事

2009.09.30

耐 震 補 強 特 記 仕 様 書

S-01
TITLE

PROJECT

業務名 縮尺

図番

年月日

No.

工　事　名　称
SCALE

DATE

なお、ｾﾒﾝﾄは、ﾎﾟﾗﾛｲﾄﾞｾﾒﾝﾄ（JIS R5210）を用いるものとする。

ｂ）　新たに構築する上部構造を支持するためのベタ基礎(ピット形式)を造る。

RC補強壁、床ｽﾗﾌﾞ、ﾍﾞﾀ基礎

ｃ）　レンガ組積体の室内側、また建物中央部の階段室を鉄筋コンクリート造

ｄ）　軒レベルにはコア隅部に鋼管の火打ち材を設置する。

ｃ）　既存躯体(レンガ)等に著しい劣化・損傷が確認された場合は、監督職員

ａ）　根切り工事に際して、既存基礎下の地盤を乱さないように既存布基礎の

一級建築士事務所　登録 20261号

周囲(室内側)に矢板を打ち込む。

十分注意する。

と協議すること。

課　長

既存ﾚﾝｶﾞ組積体に注入型樹脂ｱﾝｶｰ（2液注入方式）を用いる。

鉄筋の継手は、D16以下は重ね継手、D19以上はｶﾞｽ圧接による。圧接作業は、JIS

D16以下

Z 3811による資格を有する者および日本溶接協会等の認定した溶接工が行う。

D19以上

２．鉄筋の継手

使用箇所

SD295A

第六章　接着系アンカー工事

SD345

種  類

設計基準強度

万 建築設計事務所

係　長
BANN

補　佐

Architect

図名

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

径

係　員
東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

耐震補強特記仕様書

・全数打音確認

注入型樹脂ｱﾝｶｰ

・ｱﾝｶｰ打設前に孔内を清掃する。

を有するものとする。

・ｱﾝｶｰ用穴の深さを確認する。

接合筋

ｶﾌﾟｾﾙｶﾞﾗｽ管型樹脂ｱﾝｶｰ

ｂ）　注入型樹脂ｱﾝｶｰ（2液注入方式）

 D13

 D16

備考

関する十分な経験と技能を有する技能者により実施する。施工管理者及び

確認張力 (kN)

＊標準外穿孔（最大30°以内）は原則行わない。

25

39

ｱﾝｶｰﾀｲﾌﾟ

・ﾀﾞﾒ穴は樹脂ﾓﾙﾀﾙ等により、穴埋め補強をする。

・ｱﾝｶｰ打設後、24時間以内は振動、衝撃等加えない様にする。

施工技能者は、（社）日本建築あと施工ｱﾝｶｰ協会（JCAA）が実施する資格

使用材料の内、次のものは施工業者の責任において工事検査・試験を行う。

（２）試験・確認等

ａ）　ｶﾌﾟｾﾙｶﾞﾗｽ管型樹脂ｱﾝｶｰ

・引張試験　　　　計4箇所（既存RC臥梁）

させることによって、既存建物の耐震性を向上させるものである。

印

ならない。

の改修内容など不明な部分が多く、工事に際しては特に次の点に注意しなければ

ａ）　既存躯体寸法、補強部材製作寸法は実測による。

一級建築士 66587号　木村　秀雄

ｂ）　既存仕上げ材等の撤去に際しては、既存レンガ組積体を傷めないように

の壁を立ち上げ、建物内部に新たにＲＣコアを形成させる。

記事 東京芸術大学

建物の保有水平耐力を向上させること、レンガ組積体の面外方向への損傷を抑制

経て現在に至っている。当初の設計図面が保存されていないことに加え、その後

施工手順、必要に応じて仮設サポートを計画する。

・全数打音確認

引張試験に際しての確認張力は以下による。

・引張試験　　　　計12箇所（既存ﾚﾝｶﾞ組積体 各階4箇所）

ｉ）　圧縮試験

ｈ）　型枠撤去及び清掃

監督職員と協議の上決定する。

ｆ）　ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

ｅ）　型枠組立

ｄ）　清掃及び水湿

ｃ）　鉄筋の加工及び組立

納まりが確実になるよう充分な注意を払う。

２.施工内容 ａ）　既存躯体の実測とスミ出し

３.施工上の 

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設前には粉塵、はつりガラ等を清掃し数日前から水湿めを行う。

１.材 　料

第七章　鉄骨工事

鋼材は、JIS G 3136に規定されている SN400B 規格品とする。

１.材 　料　　 　第四～六章に準じる。

第八章　鉄筋コンクリート工事

ａ）　鉄骨

ｇ）　ｺﾝｸﾘｰﾄ養生　

ｅ）　１階床面及び階段室床面で15㎜、壁仕上げ面で20㎜のｺﾝｸﾘｰﾄ増打ちを行う。

ｂ）　既存ﾚﾝｶﾞ壁側面にｱﾝｶｰ孔を施し樹脂接着系ｱﾝｶｰ設置後、接合筋を定着

    火打ち材(鋼管)は STKN400 とする。

ｂ）　ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ｃ）　錆止め塗装

２.施工内容 

新設する火打ち材・根太受け・転び止め・根太は、原則、松を使用する。

    　また、根太と上端をそろえる場合(3階床)は、受材に20㎜以上大入れ、釘

ａ）　補強RC架構を構築後、躯体の実測とスミ出しを行う。

    　打ちとする。これに伴う、再利用梁の加工を施す。

　　　鋼種は、JIS G 3101に規定されている SS400 規格品とする。

ｆ）　ﾚﾝｶﾞ壁に接する片面型枠は、側圧に対する型枠の検討、必要に応じて仮設

　　　計画を行うこと。

ｂ）　ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　　　大梁と火打ち材との接合は普通ﾎﾞﾙﾄを使用する。

ｂ）　再利用する木梁(180x386)は、適切な材長となるように端部を切除する。

第九章　木工事

膨張性混和材については、用いてよいものとし、材料・配合量については

ｃ）　ｺﾝｸﾘｰﾄ強度の発現中(７日間程度)は、充分な湿潤養生を行う。また、養生

錆止め塗装は、JISK5622(塩丹さび止めﾍﾟｲﾝﾄ)工場２回塗りとする。

ｄ）

期期間中は振動等を与えないように注意する。

 　注意事項

ａ）　樹種１.材 　料

ｃ）　接合ﾎﾞﾙﾄ

ａ）　型枠等の加工にさきがけて、既存躯体の寸法等の実測を行い、これらの

ｂ）　ｺﾝｸﾘｰﾄの打設は、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ等用いて密実なｺﾝｸﾘｰﾄとする。

塩 化 物　0.3㎏／ｍ3 　　以下

空 気 量　4.5 ± 1.5％

６）ｽﾗﾝﾌﾟ　18 ± 2.5㎝  （但し、捨てｺﾝｸﾘｰﾄは 15㎝±2.5㎝）

５）粗骨材の最大寸法 20㎜  以下

４）流動化混和材を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

３）ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄは、JIS A 5308に規定する規格品を使用する。

単位ｾﾒﾝﾄ量 300㎏／ｍ3 　以上

２）水ｾﾒﾝﾄ比 65％以下、単位水量 185㎏／ｍ3 　以下

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

使用部位 (N/㎜2 )

異形棒鋼　SD295A、SD345 規格品、全ねじﾎﾞﾙﾄは JIS B 0205（ﾒｰﾄﾙ並目ねじ）

を三山以上確保する。

本建物は、明治19年(1886年)に東京図書館書籍庫として建造され、数度の改修を

ｱﾝｶｰは、軒部の既存RC臥梁にｶﾌﾟｾﾙｶﾞﾗｽ管型樹脂ｱﾝｶｰ（ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系又はｱｸﾘﾚｰﾄ系）、

接合筋は、JIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に規定されている、熱間圧延

・施工は、工事内容に相応した施工の指導を行う施工管理技術者及び施工に

施工ｱﾝｶｰ品質性能判定表の性能を満足する製品とする。

図示による

（１）アンカー

１.アンカー

・ｶﾌﾟｾﾙｶﾞﾗｽ管型樹脂ｱﾝｶｰは、（社）日本建築あと施工ｱﾝｶｰ協会の接着系あと

SS400とする。頭部はﾈｼﾞ切り加工し、ﾅｯﾄ取り付けのこと。また、ﾅｯﾄからﾈｼﾞ山

７）型枠

するものを用いて、穴の周辺の躯体に損傷を与えないものでなければなら

乾燥するように熱風送気するなどの措置を講ずる。

ない。ﾚﾝｶﾞ組積体への穿孔は特に注意が必要で、ﾚﾝｶﾞ部に関してはｺｱﾄﾞﾘﾙ

ｅ）　作業途中で中止した穴については、充填ﾓﾙﾀﾙまたは、充填用樹脂接着剤を

ｆ）　樹脂接着ｱﾝｶｰ部の穴開け用ドリルは、JIS C 9605(携帯用電気ﾄﾞﾘﾙ)に規定

ｄ）　注水しながら穴開け作業を行う場合は、作業終了後穴の中のｺﾝｸﾘｰﾄが十分

　　　鋼種は、JIS G 3101に規定されている SS400 規格品とする。

　　　養生する。

本項は軒部の火打ち補強（鉄骨）に関して定めるもので、使用材料は下記による。

ｃ）　ｱﾝｶｰの埋め込み深さと定着長さは、図示による。

を使用する。

用いて充填補修を行う。

図示による

鉄筋の種類と使用個所は次表の通りとする。

鉄筋は、JIS G 3112（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼）に規定する規格品を用いる。１.鉄筋

第五章　鉄筋工事

試験体はJIS A 1132に準じ材令28日3本を、施工1日毎に作製する。

試験を行う機関は、監督職員の承諾を受けること。

試験は、JIS A 1108に準じ公的機関にて行う。

施工者の責任において、試験体を作製し圧縮試験の確認を行う。

（２）試験・確認等

型枠は、打放し用複合針葉樹を使用する。



　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

S-02
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

基礎伏図

係　長

Architect

課　長 補　佐

基礎伏図　S=1/100

(f)

(f)

F
B
1

　　の石積み基礎の安定した圧力球根を壊さないよう

　　注意して施工すること。

　●根切り工事

　　ベタ基礎底面までの根切り工事にあたって、既存

(b)

(b)

(a)(a)

　　開口寸法 450x450 を示す

　●スリーブ

(d)

(e)

(e)

(g)

(g)(c)

(d)(c)

3,200 2,997 2,600 3,200 2,600 2,997 3,200

(h)

(h)

X2

90
8

908 908

F
B
1

6,
23

4

23,154

X1

22,610 272272

27
2

27
2

90
8

Y1

8,
05

0

Y2

8
,
5
9
4

1S1

F
B
2

　●ピット進入口

　　開口寸法 600x600 を示す

FB1

FB1

F
B
2

F
B
2

F
B
2

F
B
2

1S1

1S1

1S1

F
B
2

1S1

1B2

連通管
100φ半割

　●電気配線用ヒューム管

（既存基礎下部を通過しピット内まで）

6
0
0

L
≧

1
,
0
2
5 ｽﾘｰﾌﾞ200φ

　　150φ×4本

DS･PS

釜場取設600□

根切りの際の矢板は設けない（以下共通）
4
5
0

600

連通管

ｽﾘｰﾌﾞ200φ

連通管

100φ半割
連通管

100φ半割
連通管

100φ半割

100φ半割

 
4
0
0

4
5
0

2009.09.30

連通管
100φ半割

ｽﾘｰﾌﾞ200φ



　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

S-03
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

１階壁 ２階床伏図

係　長

Architect

課　長 補　佐

(f)

を示す W20：

見上げ図１階 壁伏図　S=1/100

(b)

Y1

325325

X1

23,060

X2

22,610225 225

3,000

Y2 22
5

8,
05

0

8,
50

0

(e)

(e)

(a)

(f)

(g)

　●木造の床梁

　　既存の木梁(松：b×D=180×386)

(d)

(a)

(h)

(h)(c)

(c)

(d) (g)

(b)

32
5

22
5

32
5

2B2

2B4

2009.09.30

S1

S1

2001,540200 1,540 200

X1'

200

X2'

1,740 1,500 1,500 1,500 1,500 1,740

1,540 1,540

DN

2,
85

0
1,

70
0

1,
70

0

2,
85

0

5,
17

5
62

5
30

0

　　を再利用する。

1,
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0

900

90
0

1,740

60
0

2,
00

0

1,500 1,500 1,500 1,500 1,740

2,700 1,360 1,700 1,335 1,700 1,310 1,750 1,310 1,700 1,335 1,700 1,360 2,700

1,200 1,343 1,700 1,335 1,700 1,321 1,400 1,962 1,400 1,321 1,700 1,335 1,700 1,343 1,200

48
0

1,
32

7
90

0
1,
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3

2,
70

0

CS1

CS1

2
B
5

2
B
1

2
B
3

C
S
1

C
S
1

2B2

2B1DS･PS

2B1



　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

S-04
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

２階壁 ３階床伏図

係　長

Architect

課　長 補　佐

(f) (h)

(h)

32
5

(g)

(f)

22
5

22
5

32
5

8,
50

0

Y2

Y1

8,
05

0
(e)

(c)

(c)

２階 壁伏図　S=1/100 見上げ図

(e)

(d)

(b)(b)

(g)(d)

(a)(a)

 W20： を示す

2009.09.30

UP

　●木造の床梁

　　既存の木梁(松：b×D=180×386)

　　を再利用する。

1,540200 200

1,7401,5001,740
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C
S
1

C
S
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2
B
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3
B
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225 225
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22,610
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2,700 1,360 1,700 1,335 1,700 1,310 1,750 1,310 1,700 1,335 1,700 1,360 2,700
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　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

S-05
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

３階壁 小屋伏図

係　長

Architect

課　長 補　佐

見上げ図３階 壁伏図　S=1/100
火

打
ち

材

火
打

ち
材

R
B
1

R
B
2

RB1

RB1

32
5

8,
50

0

32
5

Y1

火
打
ち
材

Y2

火
打
ち
材

火
打

ち
材

火
打
ち
材

火
打

ち
材

上部木造小屋組

火
打
ち
材

S1上部木造小屋組

22
5

(g)(f)

22
5

(h)

8,
05

0
(f)

(e)

(d) (g)

(d)

(a) (a)

(c) (h)(e)

(b) (b)

(c)

2009.09.30

1,321 1,4001,335 1,700 1,321 1,7001,962 1,4001,700
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0

1,
99

3
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0
1,

70
0

1,200 1,343
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0
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70
7

1,3101,700 1,3101,7501,3602,700 1,3351,700 1,700

1,343 1,2001,335 1,700

1,7001,335 2,7001,360

： を示す W20

325

RB1

RB1
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X1

23,060
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X2

22,610225
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　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

S-06
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面図（１）

係　長

Architect

課　長 補　佐

FB1

　　注意して施工すること。

　●根切り工事

　　ベタ基礎底面までの根切り工事にあたって、既存

　　の石積み基礎の安定した圧力球根を壊さないよう

325

22,610

X2

23,060

225

X1

(a)-(a)断面図　S=1/100

225

1FL

1,
01

0
3,

24
5

W20

W20

煉瓦頂部

W20

3,
13

5

9,
66

0

2B1

3FL

42
0

3B1

325

2,
27

0

2FL

10

床下盛土面

5

木造小屋組

RC臥梁上端
RB1

2009.09.30

2,700 1,360 1,700 1,335 1,700 1,700 1,335 1,700 1,360 2,7001,310 1,750 1,310
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　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面図（２）

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

図名

業務名

DATE

TITLE

PROJECT

S-07
No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称

FB1

RB1

2B1

3B1

23,060

3,
13

5

42
0

225

X2

325325

(b)-(b)断面図　S=1/100

2FL

3,
24

5

9,
66

0
10

2,
27

0
1,

01
0

煉瓦頂部

5

W20

W20

X1

　　の石積み基礎の安定した圧力球根を壊さないよう

　　注意して施工すること。

　●根切り工事

　　ベタ基礎底面までの根切り工事にあたって、既存

1FL

3FL

22,610 225

RC臥梁上端

床下盛土面

W20

2B4

　　150φ×４本

　●電気配線用ヒューム管埋設

　　既存基礎下部を通過し、地中梁を貫通させる

1,7001,343 1,4001,335 1,4001,3211,700 1,962 1,7001,321

2009.09.30

1,335 1,2001,3431,7001,200

既設電気ハンドホール　H1500
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　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面図（３）

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

図名

業務名

DATE

TITLE

PROJECT

S-08
No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称

225

3,
13

5

1

225

Y2

8,500

Y1

2,
27

0

火打ち材

225 8,050

3,
24

5

10

RC臥梁上端

9,
66

0

W20

Y2

木造小屋組

煉瓦頂部

225

2FL

2,850 325325

(c)-(c)断面図　S=1/100

8,500

10

1,700

8,050

3,
24

5

2,850

9,
66

0

3,
13

5

42
0

3FL

7,400 325

42
0

325

ピット

(d)-(d)断面図　S=1/100

1,
01

0

RB1

2B1

W20

W20

S1

FS1

火打ち材

　　の石積み基礎の安定した圧力球根を壊さないよう

　　ベタ基礎底面までの根切り工事にあたって、既存

　●根切り工事

　　注意して施工すること。

煉瓦頂部

床下盛土面

5

RC臥梁上端

1,
01

0

W20

2,
27

0

FB1

3FL

1FL

5

2FL

床下盛土面

W20

Y1

3B1

1FL

CS1

CS1 1

RB1

FB1

2B1

3B1

　　既存の木梁(松：b×D=180×386)

　　を再利用する。

2009.09.30

　●木造の床梁



　赤レンガ２号館改修工事

業務名

DATE

TITLE

図名

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

S-09
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面図（４）

係　長

Architect

課　長 補　佐

W20

FS1

225

W20

W20

　　注意して施工すること。

　　の石積み基礎の安定した圧力球根を壊さないよう

　　ベタ基礎底面までの根切り工事にあたって、既存

　●根切り工事

225

床下盛土面

8,050
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24
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(e)-(e)断面図　S=1/100

Y1

1FL

煉瓦頂部

床下盛土面

RC臥梁上端

10

8,500

5

火打ち材

3,
13

5

8,500

Y2

ピット

9,
66

0

325　

9,
66

0

(f)-(f)断面図　S=1/100
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RC臥梁上端
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1FL
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火打ち材
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2FL
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煉瓦頂部
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RB1

CS1

CS1

S1

RB1

3B2

S1

3B1

　●木造の床梁

　　既存の木梁(松：b×D=180×386)

　　を再利用する。

B2
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　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面図（５）

1/100東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日
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図番
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一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

３階壁　配筋図
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図番
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No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

ＲＣ梁断面リスト
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SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

S-15
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面詳細図（１）

係　長

Architect

課　長 補　佐

2009.09.30

根切りの際の矢板は設けない

FB1

GL (1FL-750～890)

1FL (既存1FLと同じ)

　　ベタ基礎底面までの根切り工事にあたって、既存

　　の石積み基礎の安定した圧力球根を壊さないよう
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No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称

(ﾊ)部

既存レンガ
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SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT
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No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面詳細図（３）

係　長

Architect

課　長 補　佐
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　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面詳細図（４）

1/20東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務

年月日

図名

業務名
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TITLE

PROJECT

S-18
No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称
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年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

S-19
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面詳細図（５）

係　長

Architect

課　長 補　佐

Y2通り出入口廻り配筋図　S=1/30

主筋 3-D19

主筋 3-D19
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Stp. D13-@200
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年月日

SCALE

縮尺
工　事　名　称

図番

PROJECT

S-20
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面詳細図（６）

係　長

Architect

課　長 補　佐

1FL

1FL1FL

斜め補強筋

1-D10

開口補強筋

4-D13

開口補強筋

4-D13

Y2通り出入口廻り配筋図　S=1/30

Stp.

D13-@200

@1,000

幅止筋D10

腹筋D13

開口補強筋

4-D13

配筋要領図　S=1/30

排水ｽﾘｰﾌﾞ200φ

(450x450)
貫通孔

(450x450)
貫通孔

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ(ｱ)50

砕石地業(ｱ)100

換気孔配筋要領図　S=1/30

（上下共）
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斜め補強筋 3-D13

3-D13-@100

Stp.

D13-@200

2-D13
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D13-@200（ﾀﾞﾌﾞﾙ）
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(a)-(a)断面図　S=1/30
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Stp.
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（上下共）

(a)

(b)
(b)-(b)断面図　S=1/30
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主筋 6-D25

主筋と同径･同本数
斜め補強筋 2-D13

（上下共）

6-D25

D16-@200（ﾀﾞﾌﾞﾙ）

(a)
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　赤レンガ２号館改修工事

記事 東京芸術大学

印

一級建築士 66587号　木村　秀雄

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

Architect

課　長 補　佐 係　長 係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面詳細図（７）

1/30東京芸術大学赤レンガ２号館 耐震改修設計業務
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図名
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No.

図番

SCALE

縮尺
工　事　名　称
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SCALE
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工　事　名　称
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PROJECT

S-22
No.

一級建築士事務所　登録 20261号

BANN

万 建築設計事務所

一級建築士 66587号　木村　秀雄

記事 東京芸術大学

印

係　員

東　京　芸　術　大　学　施　設　課

断面詳細図（８）

係　長

Architect

課　長 補　佐
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部材番号

部材断面

1

木造床組 部材リスト　S=1/20

4

3

1

2

火打ち(105x105)

4

1-M16 SS400

ボルト接合

3

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 1-M12

SS400  埋込み L=250

火打ち(105x105)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 1-M12

SS400  埋込み L=250

(ｲ)部 接合部　S=1/20

(180×386)

既存木造梁の再利用

(180×386)

既存木造梁の再利用

1-M16 SS400

火打ち(105x105)

転び止め(105x210)

ボルト接合

Y2

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 1-M12

SS400  埋込み L=250

壁
芯
(
W
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)

(a)-(a) 断面図　S=1/20
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4

1-M16 SS400

ボルト接合

3

(a)

ビニール敷き
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(音鳴り防止)

木造床組詳細図　S=1/20

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 1-M12

SS400  埋込み L=250
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